
1 

 

 令和３年１月 定例教育委員会々議録 

 

１ 期  日   令和３年２月 19日（金）～令和３年２月 22日（月）  

 

２ 定例教育委員会 

書面表決により開催 

 

３ 書面表決者の氏名 

   教 育 長   山 田 公 一   教育長職務代理者  山 崎 克 弥 

委   員   中 野 信 男   委     員   秦   久 美 子 

   委   員   斎 藤 純 郎   委    員  小 林 恵 子 

 

 

４ 会議に付議した事件 

 

会議録の承認 

 

諸報告 

  （１）行事報告及び行事予定 

   （２）教育長報告 

   （３）寄附報告 

    

 その他 

   （１）吉田図書館の改修工事について 

 

 

 

 

会議録     別紙のとおり  
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【公 開】 

 

１ 会議録の承認 

   全員異議なく、令和２年 12月定例教育委員会々議録は承認された。 

 

２ 諸報告 

（１）行事報告及び行事予定 

   〈令和３年１月定例教育委員会議案書により報告〉 

 

   全員異議なく、行事報告及び行事予定は承認された。 

 

 

（２）教育長報告 

〈山田教育長が書面により以下のとおり報告〉 

 

１ はじめに 

 〇 新年明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。 

 〇 12 月半ばのまさかの大雪、年末年始の大寒波による大雪、それに加え、１月

７日の暴風に始まり、３連休にかけて続いた豪雪と、この冬は県内でも記録的

な大雪となっている。今後の降雪の状況はどうなるのか、心配なところではあ

るが、改めて降雪への備えをしっかりとしておくよう、各学校及び各園に依頼

した。 

〇 三条保健所管内で、特に燕市、三条市において新型コロナウイルス感染症の罹

患者が多発している。燕・弥彦総合事務組合、燕消防署三王渕出張所の消防職員

の感染も判明した。私も含め、一人一人が、改めて新型コロナウイルス感染症対

策をしっかりと行わなければならないと感じている。各学校及び各園には、引き

続き新型コロナウイルス感染症対策の徹底をお願いした。 

 

２ 悪天候による教育施設の主な被害状況 

（１）１月５日（火）の吉田地区における落雷によるもの 

  〇 吉田トレーニングセンター脇の高圧気中負荷開閉器（ＰＡＳ）の破損、同セ

ンターの中央制御盤の故障 

    当初は施設の水漏れが確認されたことから、中央制御盤の故障による高架

水槽のオーバーフローと考えられたが、６日（水）になってＰＡＳの破損が確

認された。ＰＡＳの破損により、周辺が停電する恐れがあったため、同日 20

時 15分に通電を止め、当面の間、ビジョンよしだ、吉田総合体育館及び勤労

青少年ホームを臨時休館とすることとした。 

   ８日（金）にＰＡＳの取替工事を実施し、９日（土）から施設利用を再開した。
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また、中央制御盤ついては、15日（金）に修理を完了した。 

  〇 吉田南小学校の電話機の故障 

  〇 吉田保育園の湧水排水ポンプ及び外灯機器の破損 

 

（２）１月７日（木）から 11日（月：成人の日）の暴風及び豪雪によるもの 

  〇 燕西小学校のプール管理棟の雨どいの破損 

  〇 燕北小学校の屋外倉庫の窓ガラス破損 

  〇 小池小学校屋上の太陽光発電パネルの破損 

  〇 小中川小学校の通学路の防風柵の倒壊 

  〇 松長小学校の窓ガラス破損、漏電 

  〇 分水北小学校の屋外倉庫の倒壊 

  〇 島上小学校屋外小屋の窓ガラス破損 

  〇 小池中学校のピロティ扉破損 

  〇 吉田中学校の部室前廊下雨漏り、調理室給湯器故障 

  〇 分水中学校の野球場物置の屋根破損、楽器庫の窓ガラス破損、教務室空調

設備の故障、給食搬入口シャッター破損 

  〇 小高保育園の外倉庫の外壁破損 

  〇 地蔵堂保育園の外倉庫の外壁及び屋根の破損、職員玄関風除設備の破損 

  〇 笈ケ島保育園の屋外物置の扉破損 

  〇 国上勤労者体育センターの玄関冬囲い破損 

  〇 分水武道館の玄関風除室のアクリル屋根の一部落下 

  〇 分水北小学校グラウンドの防球ネット支柱が傾く 

  〇 四箇村ふれあい館の軒下パネル落下 

  〇 吉田総合体育館駐輪場のガラス破損 

  〇 分水公民館駐車場の外灯破損 

  

３ １月７日（木）及び８日（金）における児童生徒の対応について 

  〇 ７日（木）における各学校の対応状況は、次のとおり。 

   ・燕東小学校、燕西小学校は、５限をカット。 

   ・燕南小学校、大関小学校は、５・６限をカット。 

   ・燕中学校、小池中学校は、部活動をカット。 

   ・吉田中学校は、６限をカット。 

   ・粟生津小学校、吉田小学校、吉田南小学校、吉田北小学校、分水北小学校、

島上小学校は、３学期始業式のため、午前で放課。 

   ・燕北中学校は、３学期始業式で、給食後放課、部活動は 15：00で切り上げ

た。 

   ・分水中学校は、３学期始業式で、午前で放課、部活動は 15：00で切り上げ

た。 

  〇 ８日（金）は、児童生徒の安全を第一に考え、校長会と協議のうえ、市内全
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小中学校を一斉臨時休業とした。 

 

４ １月の行事より 

（１） 教育課題研修（１月 15日（金）） 

〇 中央公民館で開催した定例校長会の終了後、同会場で校長を対象に、「教育

課題研修」を２部構成で開催した。 

第 1部は、講師に中越教育事務所、学校支援第２課の佐藤典人指導主事を招

き、「学校組織としての初期対応のあり方」をテーマに、講演していただいた。 

いじめや虐待、ケガ、不登校も対応の基本は同じであること、初期対応の心

構えは、「さ」「し」「す」「せ」「そ」であることを教えていただいた。 

「さ」：最悪を想定して 

「し」：慎重に 

「す」：素早く 

「せ」：誠意をもって 

「そ」：組織で対応 

 

また、勤務の年代や経験値等の違いで、捉え方にズレが生じているのに、教

職員間で同じ認識だと思い込んでいないか。問題は、初期対応の前の言葉の捉

えから始まっている。言葉を具体的な行動レベルの言葉に言い換えること（言

葉の行動的翻訳）により、同じ言葉を聞いた人が全員同じ行動をイメージでき

ることが大切である、など、示唆に富んだ話を聞くことができた。 

第２部では、「ＧＩＧＡスクールガイドライン」について、小池指導主事が

説明を行った。 

学校教育課では、文部科学省の「ＧＩＧＡスクール構想」の実現に向け、児

童生徒一人一台の情報端末と高速大容量の通信ネットワークを授業に積極的

に活用して、学習活動の一層の充実を図り、児童生徒の情報活用能力、表現力、

問題解決能力などを最大限高めたいと考えている。 

そのためには、まずは校長の皆さんからタブレットの活用方法や活用上の留

意点、研修などの今後のスケジュールを理解いただき、そのうえで各校での取

り組みを進めていただくことが重要であると考え、このたび説明させていただ

いたもの。 

 

（２）燕市スポーツ協会新年祝賀会（１月 23日（土）） 

  〇 毎年恒例の燕市スポーツ協会新年祝賀会が、15：00 から燕三条地場産業振

興センター、リサーチコアを会場に行われた。 

    本年は、新型コロナウイルス感染症対策の観点から、懇親会は行わず、参加

規模を縮小して、表彰式と基調講演の二部構成での開催となった。 

  〇 当日は、表彰式が行われ、次の 15人の方々が受賞された。 

スポーツ功労賞：丸山平一さん、平岡浩明さん、笠原吉一さん 
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優秀競技者賞：遠山侑里さん 

奨励賞：久保田晴翔さん、石井妃香さん、宮野煌大さん、石井健琉さん、 

    中野丈太郎さん、本間彩桜さん、山岸拓海さん、山岸真羽さん、 

堤海遥さん、小林柚亜さん、丸山俐久さん 

  〇 基調講演では、新潟医療福祉大学の西原康行教授による「日本のスポーツ

政策の現状を踏まえた先手策とは」と題した講演が行われた。 

    西原教授は、講演の中で、日本では、これまで学校における体育の授業や部

活動がスポーツの振興を支えてきたが、教職員の働き方改革などの流れもあ

り、今後は、「補完性原理による地域スポーツの活性化」が重要になると話さ

れていた。 

    その意味で、燕市モデル（燕市スポーツサポーターバンクやつばくろいき

いきスポーツクラブなどの 63取り組み）は、先駆的な取り組みであると、評

価していただいた。 

    また、12 月の定例教育委員会で後援を決定した、燕市スポーツ協会による

「燕市サポーターバンク育成事業」のプログラムについて、監修者の立場か

らその必要性や具体的な内容について説明していただいた。 

 

５ 入試の時期 

  〇 １月 17 日（日）に燕中等教育学校の合格発表があり、志願者 93 人中、81

人が合格した。そのうち、燕市内の児童は、46人とのことであった。 

  〇 県内私立高校では、１月 19 日（火）から入試が始まった。19 日は、19 校

のうち 13校で入試が行われた。 

  〇 公立高校では、特色化選抜が２月８日（月）に実施されるのを皮切りに、一

般選抜学力検査が３月４日（木）、一般選抜学校独自検査はその翌日の５日（金）

にそれぞれ実施される。 

    なお、インフルエンザ等の感染症や負傷など、やむを得ない事情により受

験できなかった者に対する追検査は、３月９日（火）と 10日（水）に行われ

る。 

    また、欠員補充のための２次募集学力検査と新型コロナウイルス感染症罹

患者等のための特別追検査は、３月 22日（月）に行われる。 

  〇 高校入試の受験生には、義務教育９年間の集大成として、志望する学校に

合格し、有意義な高校生活が送れるよう、心からエールを送りたい。 

 

〔書面により寄せられた意見〕 

 ○委員（斎藤 純郎） 

  暴風の対応について、去る１月７日及び８日の暴風の際は８日に全小中学校を

一斉休校するなど、児童生徒の安全を第一に考えた適切な対応であったと思う。

今後も校長会と連携を取り危機管理に努めてもらいたい。 

 研修会の開催について去る１月 15 日に開催した教育課題研修は「学校組織と
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しての初期対応のあり方」と「ＧＩＧＡスクール構想」という重要な課題がテー

マだった。意義ある研修会であったと思う。今後も研修会に力を注ぎ、資質の向

上に努めてほしい。 

 

   全員異議なく、教育長報告は承認された。 

 

（３）寄附報告 

    １件の寄附について 

   〈令和３年１月定例教育委員会議案書により報告〉 

 

   全員異議なく、寄附報告は承認された。 

 

 

３ その他 

（１）吉田図書館の改修工事について 

 〈令和３年１月定例教育委員会議案書により報告〉 

 

〔書面により寄せられた意見〕 

 ○委員（秦 久美子） 

 図書館の改修工事も終わり、電子図書館もスタートしこれまで以上に本を読む

人たちが増えることを期待する。 

 

 

  

 

 












